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廃
止
措
置
が
進
め
ら
れ
て
い
る
「
も
ん
じ
ゅ
」
の
サ
イ
ト
を

活
用
し
た
新
た
な
試
験
研
究
炉
の
建
設
計
画
が
具
体
化
し
て

い
る
。
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
（
原
子
力
機
構
）
は
六
月

二
日
、
文
科
省
の
作
業
部
会
会
合
で
新
試
験
研
究
炉
の
検
討
状

況
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
熱
出
力
一
○
Ｍ
Ｗ
級
の
中
性
子
ビ
ー

ム
炉
を
基
本
案
と
す
る
概
念
設
計
、
敷
地
内
の
建
設
候
補
地

に
お
け
る
地
質
調
査
の
進
捗
状
況
の
他
、
新
試
験
研
究
炉
が

主
目
的
と
す
る
中
性
子
利
用
に
関
し
、「
中
性
子
小
角
散
乱
装

置
」、「
中
性
子
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
装
置
」
な
ど
、
幅
広
い
産
業
利

用
に
供
す
る
四
つ
の
ビ
ー
ム
実
験
装
置
の
設
置
に
係
る
検
討

結
果
を
紹
介
し
、「
最
優
先
で
設
置
し
、
新
試
験
研
究
炉
の
存

在
意
義
の
ア
ピ
ー
ル
が
重
要
」
と
し
た
。
同
機
構
の
新
試
験

研
究
炉
推
進
室
長
の
和
田
茂
氏
は
、「
最
先
端
の
利
用
を
い
か

に
実
現
す
る
の
か
、
最
先
端
の
研
究
を
い
か
に
地
元
貢
献
に

展
開
す
る
の
か
、こ
れ
ら
に
留
意
し
つ
つ
、関
連
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
巻
き
込
ん
で
活
動
を
行
う
」
と
強
調
し
て
い
る
。

　

新
試
験
研
究
炉
の
着
工
・
運
転
開
始
時
期
は
未
定
だ
が
、
現
在
、

概
念
設
計
を
終
え
、
許
認
可
に
向
け
て
二
○
二
二
年
度
よ
り
詳

細
設
計
段
階
に
入
っ
た
と
こ
ろ
だ
。
原
子
力
機
構
で
は
、
設
置

許
可
申
請
の
見
込
み
時
期
を
二
○
二
四
年
中
に
提
示
す
る
予
定
。

　

作
業
部
会
の
委
員
か
ら
は
、
今
後
の
設
計
・
運
営
に
向
け
、

産
業
界
の
ニ
ー
ズ
、
人
材
育
成
・
技
術
継
承
に
お
け
る
役
割
、

学
生
や
異
分
野
に
向
け
た
啓
発
を
考
慮
す
る
必
要
性
が
あ
げ

ら
れ
た
ほ
か
、
規
制
対
応
や
商
業
炉
と
の
対
比
と
の
関
連
で
、

そ
れ
ぞ
れ
「
グ
レ
ー
デ
ッ
ド
ア
プ
ロ
ー
チ
」（
分
類
し
た
リ
ス

ク
に
応
じ
最
適
な
安
全
対
策
を
講
じ
て
い
く
考
え
方
）
に
よ

る
審
査
の
合
理
化
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
あ
り

方
に
つ
い
て
も
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

　

同
作
業
部
会
は
二
○
二
○
年
に
、
新
試
験
研
究
炉
の
炉
型

と
し
て
、
京
大
研
究
炉
「
Ｋ
Ｕ
Ｒ
」
の
後
継
、
幅
広
い
学
術

分
野
で
の
利
用
や
産
業
分
野
へ
の
発
展
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

な
ど
か
ら
、中
出
力
炉
（
熱
出
力
一
○
Ｍ
Ｗ
未
満
程
度
）
を
「
最

も
適
切
」
と
み
て
設
計
を
進
め
て
い
く
考
え
方
を
示
し
、
中
核

的
機
関
と
し
て
、
原
子
力
機
構
（
試
験
研
究
炉
の
設
計
・
設
置
・

運
転
）、
京
都
大
学
（
幅
広
い
利
用
運
営
）、
福
井
大
学
（
地
元

関
係
機
関
と
の
連
携
構
築
）
を
選
定
し
た
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対
比
で
は
、
両
市
に

関
係
す
る
偉
大
な
作
家
（
そ
の
三
）
を
紹
介
し
た
い
。
エ
ル

フ
リ
ー
デ
・
イ
ェ
リ
ネ
ク
は
、
一
九
四
六
年
に
シ
ュ
タ
イ
ヤ
ー

マ
ル
ク
州
ミ
ュ
ル
ツ
ツ
ー
シ
ュ
ラ
ー
ク
郡
に
生
ま
れ
た
。
父
は

ユ
ダ
ヤ
・
チ
ェ
コ
系
の
化
学
者
、
母
は
ウ
ィ
ー
ン
の
ル
ー
マ

ニ
ア
系
富
裕
層
出
身
で
カ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。
ギ
ム
ナ
ジ

ウ
ム
時
代
の
六
歳
よ
り
ウ
ィ
ー
ン
市
立
音
楽
院
に
通
い
、
パ

イ
プ
オ
ル
ガ
ン
、
ピ
ア
ノ
、
リ
コ
ー
ダ
ー
の
ち
に
作
曲
を
学

ぶ
。
ウ
ィ
ー
ン
大
学
で
美
術
史
と
演
劇
学
を
専
攻
し
、
在
学

中
の
六
七
年
に
詩
集
を
出
版
。
同
年
大
学
を
中
退
し
作
家
活

動
を
開
始
す
る
。
他
方
音
楽
学
校
で
の
勉
強
は
続
け
て
お
り
、

七
一
年
に
オ
ル
ガ
ン
奏
者
国
家
試
験
に
合
格
し
て
い
る
。
イ
ェ

リ
ネ
ク
の
活
動
は
小
説
、
劇
作
、
エ
ッ
セ
イ
、
翻
訳
、
ラ
ジ
オ

ド
ラ
マ
や
映
画
の
シ
ナ
リ
オ
な
ど
多
岐
に
渡
る
。
七
四
年
か
ら

九
一
年
ま
で
共
産
党
に
入
党
し
て
お
り
、
初
期
に
は
マ
ル
ク
ス

主
義
の
観
点
か
ら
の
搾
取
批
判
と
文
明
批
判
的
な
作
品
が
多

か
っ
た
が
、
後
に
父
権
性
社
会
や
自
国
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
硬

直
し
た
因
習
性
社
会
に
対
す
る
糾
弾
に
重
点
を
移
し
て
い
っ

た
。
一
方
で
過
激
な
性
描
写
や
辛
辣
な
自
国
批
判
な
ど
か
ら
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
保
守
団
体
か
ら
は
ポ
ル
ノ
作
家
な
ど
と
し

て
非
難
に
曝
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
男
性
に
よ
る
性
の
支

配
的
暴
力
性
を
文
体
的
に
異
化
し
つ
つ
、
そ
の
家
父
長
制
的

欺
瞞
性
を
告
発
し
て
い
る
。九
八
年
の
ゲ
オ
ル
ク
・
ビ
ュ
ヒ
ナ
ー

賞
受
賞
を
は
じ
め
多
数
の
文
学
賞
を
受
賞
し
国
際
的
に
も
評

価
が
高
く
、
八
三
年
の
小
説
作
品
『
ピ
ア
ニ
ス
ト
』
は
ミ
ヒ
ャ

エ
ル
・
ハ
ネ
ケ
に
よ
っ
て
映
画
化
さ
れ
二
○
○
一
年
の
カ
ン

ヌ
国
際
映
画
祭
で
グ
ラ
ン
プ
リ
に
選
ば
れ
て
い
る
。
ポ
ス
ト
・

モ
ダ
ン
な
作
風
か
つ
作
品
を
通
じ
た
政
治
的
な
意
思
表
明
が

評
価
さ
れ
て
、
二
○
○
四
年
に
フ
ラ
ン
ツ
・
カ
フ
カ
賞
と
ノ
ー

ベ
ル
文
学
賞
と
を
ダ
ブ
ル
受
賞
し
た
。

　

一
方
、大
岡
昇
平
は
、一
九
○
九
年
に
東
京
市
牛
込
区
（
現
：

新
宿
区
）
新
小
川
町
に
生
ま
れ
た
。
父
は
兜
町
で
株
式
仲
買
店

に
勤
め
、
仕
事
の
関
係
で
家
庭
の
経
済
状
況
に
浮
き
沈
み
が
あ

り
、都
内
で
の
転
居
を
繰
り
返
し
た
。
大
岡
は
読
書
が
好
き
で
、

八
歳
こ
ろ
か
ら
「
立
川
文
庫
」
や
「
日
本
少
年
」
な
ど
を
愛
読
し
、

一
九
年
「
赤
い
鳥
」
に
童
謡
『
赤
リ
ボ
ン
』
を
投
稿
し
て
入

選
。
二
一
年
青
山
学
院
中
学
部
に
入
学
、
キ
リ
ス
ト
教
の
感

化
を
受
け
、
将
来
は
牧
師
に
な
ろ
う
と
し
た
が
、
聖
書
購
入

を
め
ぐ
っ
て
父
と
対
立
し
た
こ
と
や
夏
目
漱
石
に
惹
か
れ
た

こ
と
で
信
仰
心
は
薄
ら
い
で
ゆ
く
。
そ
の
後
は
、
芥
川
龍
之

介
や
ゲ
ー
テ
な
ど
の
文
学
や
西
田
幾
多
郎
の
哲
学
書
、
マ
ル

ク
ス
な
ど
の
著
書
を
読
む
よ
う
に
な
る
。
二
九
年
、
成
城
高

等
学
校
を
卒
業
し
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
文
学
科
入
学
後
は
、

河
上
徹
太
郎
や
中
原
中
也
ら
と
同
人
雑
誌
「
白
痴
群
」
を
創

刊
。
三
二
年
に
京
都
帝
国
大
学
を
卒
業
し
、三
三
年
こ
ろ
か
ら
、

ス
タ
ン
ダ
ー
ル
へ
の
傾
倒
を
深
め
る
。
四
四
年
、
教
育
召
集

で
東
部
第
二
部
隊
に
入
営
後
、
七
月
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ニ

ラ
に
到
着
。
ミ
ン
ド
ロ
島
警
備
の
た
め
暗
号
手
と
し
て
サ
ン

ホ
セ
に
赴
く
。四
五
年
一
月
、マ
ラ
リ
ア
で
こ
ん
睡
状
態
に
陥
っ

て
い
た
所
、
米
軍
の
捕
虜
に
な
り
レ
イ
テ
島
タ
ク
ロ
バ
ン
の
俘

虜
病
院
に
収
容
さ
れ
、一
二
月
に
帰
国
。
四
九
年
に
『
俘
虜
記
』

に
よ
り
横
光
利
一
賞
を
受
賞
し
、
作
家
の
地
位
を
確
立
し
た
。

『
武
蔵
野
夫
人
』（
五
○
年
）
な
ど
の
恋
愛
小
説
の
秀
作
も
書
く

が
、そ
の
目
は
一
貫
し
て
戦
争
に
向
け
ら
れ
て
い
た
。
七
一
年
、

芸
術
院
会
員
に
推
さ
れ
た
が
、
俘
虜
の
経
験
を
理
由
に
辞
退
。

『
レ
イ
テ
戦
記
』（
七
一
年
）
な
ど
の
戦
記
文
学
を
書
き
続
け
、

昭
和
の
終
焉
を
前
に
死
去
。
戦
記
小
説
家
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
翻

訳
家
以
外
に
も
、
歴
史
小
説
家
、
推
理
小
説
家
と
し
て
も
著
名
。

没
後
の
八
九
年
、『
小
説
家
夏
目
漱
石
』
に
よ
り
読
売
文
学
賞

を
受
賞
し
て
い
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
イ
ェ
リ
ネ
ク
が
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受

賞
し
た
二
○
○
四
年
は
筆
者
が
ウ
ィ
ー
ン
に
赴
任
し
た
年
で

あ
り
、現
地
で
は
大
き
な
話
題
と
な
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

大
岡
昇
平
は『
武
蔵
野
夫
人
』、『
レ

イ
テ
戦
記
』
な
ど
を
少
々
読
ん

だ
。
今
月
も
両
市
に
関
連
す
る

偉
大
な
作
家
を
紹
介
す
る
こ
と

が
で
き
た
幸
運
に
感
謝
し
つ
つ
、

イ
ェ
リ
ネ
ク
の
写
真
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
　

■ 

杉
本
純  

元
京
都
大
学
教
授

　
　
　
　
　

 　
　

元
原
子
力
機
構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
長
■

杉
本
純
の 

原
子
力
の
話 

Ⅱ 　
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新試験研究炉のイメージ（原子力機構発表資料より）
https://www.jaif.or.jp/journal/japan/18188.html

原子力機構、京大、福井大は新試験研究炉の設置に向け
5月8日に協力協定を締結（福井大にて、左から福井大・上
田学長、京大・湊総長、原子力機構・小口理事長、原子力
機構発表資料より）


